
一目均衡表のバリエーション（前編） 
 
一目均衡表はローソク足をベースに、計算によって得られる5つの線を重ねて表示することで、ト

レンド、サポートとレジスタンス、時間的要素をビジュアルに知ることが出来る分析手法です。このレ

ポートでは、一目均衡表のバリエーションとしてローソク足部分に修正を加え、さらに遅行スパンを

先行させることでよりビジュアルに、トレンドをわかりやすくする分析手法を紹介したいと思います。 

 

ローソク足の修正には平均足という手法を用います。平均足とは簡単に言ってしまうとトレンドを

見やすくした修正ローソク足です。オリジナルのローソク足は型を読むのに慣れを要しますが、ロー

ソク足に計算による修正を加えることでトレンドを明確に表現できるようになります。また遅行スパン

は通常当日の終値を当日を含めた 26 日前に記しますが、このバリエーションでは先行スパンと同

様に当日の終値を当日を含めた 26 日後に記すこととします。 

 

 まず、2 つのチャートをご覧ください。 

 

 

 

 どちらのチャートも一目均衡表であることに代わりはありませんが、ローソク足と遅行

スパンに手を加えたことでだいぶ雰囲気が変わっていることがおわかりかと思います。前

編では、この平均足に注目して平均足の計算方法と見方について説明していきます。まず、

ワークシートを使った平均足の計算方法を示しておきましょう。 
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平均足の場合、高値と安値はローソク足同様にその日の高値と安値を使います。ローソク足と異

なるのは寄付と終値です。修正終値はその日の 4本値の平均値を使います。Ｇ11 のセルの例のよ

うに単純に平均値を使っていますので簡単です。多少わかりにくいのが修正寄付で、これはＦ11の

セルの例のように前日の修正寄付と修正終値の平均値を使います。修正寄付きの場合の問題点

は初日の計算（サンプルではＦ２のセル）です。初日のみ、前日がありませんから修正寄付にも修

正終値と同じ計算値を使うこととなります。 

 

例として 2003 年春のユーロドルの動きを、通常のローソク足と平均足とで比較してみましょう。 
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ぱっと見て感じることはChart-AにくらべてChart-Bはローソクの足型がシンプルになっていると

いうことではないでしょうか。いくつか例をあげてみます。最初の例は 4月上旬から 5月上旬にかけ

てのユーロの上げ相場です。それぞれのチャートで（1）の期間をくらべてください。Chart-A ではこ

の間、陽線陰線が複雑に繰り返されており、ローソク足のルールを知らないと細かな読みは不可能

です。いっぽう、Chart-B ではほぼ一貫して陽線となっておりこの間のユーロが上げ相場であること

をシンプルに示しています。特に 4月下旬以降、平均足ではまったく陰線が出現しておらず、明確

に上げ相場であることをビジュアルに知ることができます。 

 

同様に、5 月中旬から下旬にかけての上げ相場（2）の期間、6 月中旬から下旬にかけての下げ

相場（3）の期間を見くらべてみると通常のローソク足にくらべてトレンドが明確に現れていることがわ

かるでしょう。また、（ｉ）の期間のように保ち合いを続けている間は、平均足の場合上下に影がある

足型になることが多いため、トレンドがないことも容易に知ることができるでしょう。 

 

以下に、平均足を読む場合のポイントを整理しておきますが、ルールはわずか 5つですから、誰

にでも短期間に覚えることが出来るはずです。 

 

(ルール 1) 陽線は”買い”、陰線は”売り”。 [基本ルール] 

(ルール 2) 陽線＋上ヒゲ は”強い買い”、陰線＋下ヒゲ は”強い売り”。 

(ルール 3) 陽線＋下ヒゲ は”買いにかげり”、陰線＋上ヒゲ は”売りにかげり”。 

(ルール 4) 前日の実体（ローソクの胴体部）より短い実体は”変化の兆し”。 

(ルール 5) 非常に短い実体（特に胴体部の無い同時線）は”トレンドの変化”。 

 

シンプルなルールではありますが、初めは[基本ルール]だけでも十分に役立つはずです。 

（後編に続く） 
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